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茨城県立医療大学大学院 

保健医療科学研究科 

博士前期課程入学試験問題 

専門科目 

（看護学専攻） 

問題冊子 

 

令和３年１月３１日 

 

10:50 ～ 11:50（60 分） 

 

注意事項 

1. 試験開始の合図があるまで、問題冊子を開けないで

ください。 

2. 専門科目の試験の配付物は、問題冊子(４頁)、解答

用紙(２頁)です。 

3. 解答はすべて解答用紙に記入してください。 

4. 「メモ欄」は下書き等自由に使用してください。 
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＜看護学専攻＞ 

専門科目 

問題 以下の設問から一つを選び、論じなさい。 

 

設問１ 厚生労働省は，2019（令和元）年 10 月 15 日に「看護基礎教育検討会報告書」

において次のような背景および目的のもと，教育の見直しのポイントを提示して

いる。 
 
    看護基礎教育検討会報告書の概要 
     ◆背景および目的 
     ・人口及び疾病構造の変化や療養の場の多様化等を踏まえ，地域医療構想の実現

や地域包括ケアシステムの推進に向け，多職種が連携して適切な保健・医療・福祉を

提供することが期待されており，その中で看護職員には対象の多様性・複雑性に対応

した看護を創造する能力が求められている。 
     ・看護職員をとりまく状況の変化及び現在の教育実態を踏まえ，将来を担う看護職員

を養成するための看護基礎教育の内容と方法について，現行の養成課程の枠組みを

維持しつつ，具体的な検討を行った。 
     ◆教育内容等の見直しのポイント（看護師） 
     ・総単位数を 97 単位から 102 単位に充実 
     ・情報通信技術（ICT）を活用するための基礎的能力やコミュニケーション能力の強化

に関する内容を充実 
     ・臨床判断能力等に必要な基礎的能力の強化のため解剖生理学等の内容を充実 
     ・対象や療養の場の多様化に対応できるよう「在宅看護論」を「地域・在宅看護論」に

名称変更し，内容を充実 
     ・各養成所の裁量で領域ごとの実習単位数を一定程度自由に設定できるよう，臨地実

習の単位数を設定 
 
  問題 

上記の看護基礎教育検討会報告書の概要を読み，自身の専門看護領域において，

①現在の教育の課題と，②今後どのような看護学教育であるべきか，について自分の考

えを 800 字以内で述べなさい。 
 

出典：看護基礎教育検討会報告書の概要 厚生労働省 
2019（令和元）年 10 月 15 日 

https://www.mhlw.go.jp/content/10805000/000557242.pdf 
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設問２ 次の文章は、日本学術会議健康・生活科学委員会看護学分科会による『大学教育の

分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準 看護学分野』の一部であり、看護学

固有の特性のひとつとして「関連学問領域とのつながり」について述べたものである。 

この文章を読んで、あなた自身の看護実践を具体例として「看護学の学際性」につい

て、８００字以内で述べなさい。 

 

 

 

<出典> 日本学術会議健康・生活科学委員会看護学分科会．『大学教育の分野別質保証のた

めの教育課程編成上の参照基準 看護学分野』．p.6．2017 年．） 
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「メモ欄」 


